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 本学医学部 3，4，5 年生にシミュレーション教育に関するアンケート調査を実施した。3 年生（108





















 アンケート調査を実施した時期を鑑みると、4，5 年生では主にセグメント 8 のプログラム内容（「診
療の基礎」など）がシミュレーションであると認識されており、学年が上がるにつれ臨床技能実践中心
のプログラムが多くなるため、臨床現場を意識し、モチベーションがより向上すると考えられた。 




いるため、3 年生よりも 5 年生の方が、シミュレーションが医療過誤の減少につながると判断したので
はないかと考えられた。 
 
【結論】 
 実践的な臨床技能学修としてのシミュレーション教育は学生にとり、学修へのモチベーションの向上、
臨場感、緊張感や重要性を認識しやすいことから、本学医学部カリキュラムにおいて、早期からの実施
やより実践的な内容への検討を提案する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
